


  特定部会では、筋ジストロフィーを中心とする筋萎縮性疾患の実態調査報告

が主として行われてきた。この領域での研究は、再春荘、南九州病院、刀根山

病院、鈴鹿病院が中心となっているが、各施設のおかれている状況に応じて、

それぞれ異なった方法で実施されている。

 再春荘は、熊本大学の協力のもとに学童検診を徹底して行い、熊本県下の筋

ジストロフィー患者挙握の努力を続けてきた。泉らの報告によれば、熊本県下

ではこのような実態調査の方法が定着したと考えてよいだろう。


